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ドローンで平戸の魅力発信
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　北松農業高校で、田平まちづくり協議会が北松農
業高校とのドローンを使った連携事業に取り組むと
して、調印式が行われました。
　この連携事業を通して、生徒のドローンの技術向
上を図るとともに、田平の観光地などのＰＲビデオ
を学生が制作することで、平戸に対して愛着を持っ
てもらおうという狙いもあります。
　この日は、講習および操作研修などが行われ、先
生や生徒も一緒になってドローンの実機を使って操
作について学んでいました。

　ふれあいセンター（紐差町）で、俳人でテレビでも
活躍されている夏井いつきさんを招いて「句会ライ
ブ」が開催されました。
　会場には、平戸高校や市内４校の中学３年生ら約
400人が参加し、「五・七・五」で表現する俳句の奥
深さを堪能しました。
　夏井さんは、生徒が考えた俳句の中からユーモア
あふれる作品を選び紹介しました。また「平戸でも
多くの人が俳句に関心を持つような土台を作ってほ
しい」と来場者に呼びかけていました。

俳句に関心を持って
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　度島町本村港で、今年で７回目となる「おかえり
なさいイルミネーション」点灯式が開催されました。
　年末年始に帰省する人たちなどを温かくお出迎え
するために、地元の人たちを中心としてイルミネー
ションを設置しました。今回のテーマは、アニメの
ジブリをイメージしています。
　この日は、度島の子どもたちによる合唱や合奏の
披露、2018年版度島カレンダーの写真コンテスト
の授賞式なども行われ、会場はたくさんの来場者で
にぎわっていました。

今年は度島にジブリが出現
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現場の生きた声を聞く
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　猶興館高校で、生徒向けキャリア学習と題し「未
来力育成塾」が開催されました。
　この取り組みは、次世代を担う子どもたちに平戸
で働く人たちの思いや経験を学ぶ機会を作り、地域
に関わる仕事に興味を持ってもらいたいと猶興館高
校のＰＴＡが企画。行政職員や看護師、消防士など
市内で働くさまざまな業種の人を講師に迎え、１・
２年生が自分の聞きたい講義を選択。生徒たちは今
後の進路の参考にするため、講師の話に真剣に耳を
傾けていました。（写真はふるさと納税の担当者）

友情の証として寄贈

　平戸生まれで、台湾をオランダの植民地支配から
開放した英雄「鄭成功」の銅像が平戸港交流広場に建
立され、除幕式が開催されました。
　この日は生母である田川マツさんの命日でもあり、
台湾・台南市からの訪問団など約70人が出席しま
した。この銅像は台湾の彫刻家、陳啓村さんが制作
し友情の証として寄贈。高さは103ｃｍで、台座を
含めると約２ｍあります。衣の下に鎧をまとい剣を
身に着けるなど勇ましさが表現されており、本市に
訪れる観光客を交流広場で出迎えます。

　勤労感謝の日を前に、愛の園保育所の年長児が、
市長を表敬訪問しました。園児から「いつも平戸市
のためにお仕事をしてくださりありがとうございま
す」と感謝の言葉と市長に似顔絵を贈りました。
　市長は「ありがとうございます。みんなからも
らった似顔絵は大切に市長室に飾りますね。今まで
もらったプレゼントも大事に市長室に飾っています。
今回は、その様子をみんなにお見せしますので市長
室にご招待しますね」と話し、園児たちは市長室に
入ってこれまで贈ったプレゼントを見て回りました。

幸せで楽しく暮らせるように
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　薄香港フェリー待合所で、映画俳優「故高倉健」さ
んの三周忌にあわせて「高倉健さんをしのぶ会」が開
催されました。
　会では、市長などからの感謝の言葉をはじめ参列
者による献花が行われ、最後は映画「あなたへ」で高
倉さん演じる主人公が妻の散骨をするために、使用
した船「そよかぜ」に乗って、市長らが海に献花しま
した。
　待合所には「あなたへ」の撮影の際の写真や展示品
が配置され、訪れた人は健さんを偲んでいました。

健さんを偲ぶ
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